
ⅤⅠⅠ.自己点検評価委員会報告

平成 17年度の上半期は,自己点検の一環として年

報の冊子体作成とホームページ掲織を行った.自己点検

評価は来年度 (平成 18年度)と合わせて2年間で,共

同利用研究の実施状況と成果を行うこととした.平成

17年度は共同利用研究実行委員会の協力で,過去 10年

間の実施リストを作成した.それによると,延べ約 1700

人が共同利用研究を実施した.また,図番が作成した図

杏検索データベースに,過去提出された共同利用研究の

成果が掲聴されている.現在未掲載の成果の掘り起こし

を行っている.大学評価委員会では,｢国立大学法人及
び大学共同利用法人評価｣ならびに ｢大学機関別認証評

価｣の準備を進めている.

自己点検評価委員会 :平井啓久(委員長),上野吉-,

杉浦秀樹,本郷一美,田中正之,茂原信生(所長)

(文賢･.平井啓久)

ⅤⅠⅠⅠ.サル所外供給 (有償)事業

従来共同利用研究の一環として行っていたrサル所

外貸与｣を廃止し,平成 17年度より有僻の ｢サル所外

供給｣を開始した.

開始に先立って,平成 16年度に所外供給アドホッ

ク委員会を発足させ,巾珊要項ならびに中節む桁等を作

成した.所外供給の理念として r歪長獄学研究の発展な

らびにサル矧こ対する適切な実験利用心得 (rサル類の

飼育管理および使用に関する指針｣)の督及の推進｣を

掲げた.

第 1回の供給として,平成 17年 12月27日～平成

18年 1月27日の1ケ月間,ホームページにコモンマ-

モセットのオス2頭,ワタボウシクマリンのオス2頭の

供給個体を提示し,申請を受け付けた.その結果,コモ

ンマ-モセット2頭を希望する申請が2件あったが,香

員会での協誌に基づいて･1申訊者に対してコモンマ｢
モセットのオス2頭を供給することとした.

平成 17年度サル所外供給委fl会 :平井啓久(委n長),

景山節,友永雅己,大石祐生

(文ff:平井啓久)
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